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 Junichi

オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
は
ス
ペ
イ
ン
の
圧
政
か

ら
逃
れ
て
独
立
、
東
イ
ン
ド
に
進
出
し
た

の
で
す
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
天
草
四
郎

時
貞
に
率
い
ら
れ
た
島
原
の
乱
で
は
、
幕

府
の
要
請
に
応
え
て
、
幕
府
側
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
16
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
戦
わ
れ
た
宗
教
戦
争
の
再
現
と
も

い
え
ま
す
。

　

19
世
紀
の
半
ば
、
日
本
は
ペ
リ
ー
提
督

率
い
る
ア
メ
リ
カ
の
4
隻
の
黒
船
、
東
イ

ン
ド
艦
隊
の
砲
艦
外
交
に
よ
っ
て
開
国
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
が
、
カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
が
こ
の
日
本
の
開
国
と
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
で
の
金
鉱
の
発
見
を
、

世
界
市
場
成
立
の
一
里
塚
と
指
摘
し
た
こ

と
は
有
名
な
話
で
す
。
確
か
に
、
ペ
リ
ー

提
督
の
黒
船
は
蒸
気
船
、
す
な
わ
ち
産
業

革
命
を
推
進
し
た
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
を
船
舶

に
実
用
化
し
た
も
の
で
し
た
。
日
本
の
鎖

国
時
代
は
、
西
洋
世
界
で
は
近
代
世
界
の

成
立
が
あ
り
、
政
治
的
に
は
市
民
革
命
に

よ
る
近
代
的
な
政
治
制
度
、
経
済
的
に
は

資
本
主
義
経
済
と
産
業
化
が
羽
ば
た
い
た

時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

資
本
主
義
経
済
の
勃
興
、
市
民
革
命
の

成
立
を
近
代
社
会
の
指
標
と
し
ま
す
と
、

そ
の
動
き
は
西
洋
社
会
に
一
様
に
進
ん
だ

う
に
、
大
ま
か
に
言
っ
て
、
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン

を
中
心
と
す
る
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
は
ス
イ
ス
を
含
む
ア
ル
プ

ス
以
北
の
地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

は
ド
イ
ツ
の
ル
タ
ー
派
教
会
、
英
国
教
会
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
教
会
な
ど
、
国

や
地
域
ご
と
に
国
民
（
地
域
）
教
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

宗
教
改
革
の
世
紀
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
へ
と
世
界
的
に

拡
大
す
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
勢
力
を
拡
大
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
絶

対
王
政
は
、
17
世
紀
半
ば
の
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
革
命
か
ら
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
打
倒
さ

れ
、
下
院
を
中
心
と
す
る
議
会
政
治
が
定

着
し
て
い
き
ま
し
た
。
19
世
紀
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
新
興
国
ア
メ
リ
カ
は
、
民
主
主

義
で
あ
れ
、
自
由
な
経
済
で
あ
れ
、
近
代

社
会
の
推
進
者
で
あ
り
、
他
方
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
強
固
に
支
配
し
た
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
政
治
的
混
乱
と
経

済
的
停
滞
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
と
す
れ

ば
、
近
代
社
会
の
成
立
に
対
し
て
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
積
極
的
な
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
問
題
を
本
格
的
に
論
じ
た
の
は
、

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
二
人
の
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
碩
学
、
神
学
者
の
エ

ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
と
歴
史
社
会
学
者

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
で
し
た
。ヴ
ェ
ー

バ
ー
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫

理
と
資
本
主
義
の
精
神
」
の
関
係
を
問
題

と
し
た
の
に
対
し
て
、
ト
レ
ル
チ
は
人
権

と
良
心
の
自
由
、
学
問
、
科
学
、
芸
術
の

分
野
に
至
る
多
方
面
の
分
野
に
即
し
て
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
の
内
的
関
連
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

西
洋
近
代
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

中
南
米
諸
国
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
牙
城
と
な
り
、
北
米
を
は
じ
め
と
し

て
旧
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
支
配
的
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
政
教
分

離
を
徹
底
さ
せ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も

含
め
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
自

由
競
争
の
地
と
な
り
、
活
発
な
伝
道
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
欧
世
界
か
ら
見
れ
ば
、
東
の
は
ず
れ
、

極
東
の
地
の
日
本
に
も
、
宗
教
改
革
の
影

響
と
そ
の
余
波
は
及
ん
で
き
ま
し
た
。
海

上
よ
り
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
最
初
に
伝

え
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
指
導
者
フ
ラ

テ
ィ
ズ
ム
の
要
素
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
、

明
治
日
本
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
し

た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
徹

底
し
た
西
洋
化
モ
デ
ル
を
追
求
し
た
の
が
、

『
学
問
の
す
ゝ
め
』
の
著
者
福
澤
諭
吉
で

す
が
、
彼
は
従
来
の
和
漢
の
学
問
で
は
な

く
、
実
用
的
な
新
し
い
学
問
、
洋
学
へ
の

切
り
替
え
を
勧
め
て
い
ま
す
。
で
は
、
西

洋
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
、
と
く
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
ど
う
捉
え
た

ら
よ
い
の
か
。

　

さ
す
が
と
い
う
べ
き
か
、
福
澤
は
『
文

明
論
之
概
略
』
で
、
宗
教
改
革
の
意
義
に

つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。
福
澤
も
西
洋
の

近
代
化
、
当
時
の
言
い
方
で
は
文
明
化
と

「
宗
門
の
改
革
」
が
並
行
し
て
進
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
宗
教
は
「
文
明
進

歩
の
度
に
従
っ
て
そ
の
趣
を
変
ず
る
」
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
文

明
化
、
主
と
し
て
智
識
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

「
宗
教
の
儀
式
を
簡
易
に
改
め
、
古
習
の

虚
誕
妄
説
」
を
改
め
た
の
が
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
福
澤
の
独
創
と
い
う
よ
り
も
、

当
時
の
文
明
史
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
ー
マ

ス
・
バ
ッ
ク
ル
に
学
ん
だ
も
の
で
す
。
文

明
、
と
く
に
知
的
進
歩
こ
そ
が
主
導
的
役

　

今
年
は
、
１
５
１
７
年
10
月
31
日
に
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
市
の
教
会
の
扉
に
、
95
個
条
の
提
題

を
張
り
出
し
て
か
ら
５
０
０
年
、
宗
教
改

革
５
０
０
周
年
を
記
念
す
る
年
に
当
た
り

ま
す
。
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
東
方
正
教
会
に
二
分

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
宗
教
改
革
と
と
も

に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
分
離
し
出
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
東
方
正

教
会
が
、
地
域
的
に
見
れ
ば
ほ
ぼ
西
ロ
ー

マ
帝
国
と
東
ロ
ー
マ
帝
国
に
対
応
す
る
よ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
で
す
が
、
イ
エ
ズ

ス
会
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
支
援
を
受
け
た
宗

教
改
革
に
対
抗
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

運
動
で
し
た
。
当
初
、
織
田
信
長
は
じ
め

一
部
の
戦
国
武
将
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
好
意

的
態
度
を
示
し
た
の
で
す
が
、
豊
臣
秀
吉

以
降
は
、
そ
の
政
治
的
野
心
へ
の
警
戒
感

か
ら
禁
制
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は
秀
吉
か
ら
徳
川
幕

府
に
受
け
継
が
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
因
と

し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
オ
ラ
ン
ダ
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
拠
点
と
し
た
ス
ペ
イ
ン
と

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
侵
略
的
野
心
を
幕
府

に
告
げ
口
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

割
を
果
た
す
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
は
受
動

的
地
位
に
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
と

す
れ
ば
、
日
本
は
文
明
を
学
ぶ
こ
と
は
必

要
だ
と
し
て
も
、
文
明
の
宗
教
を
受
容
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
宗

教
嫌
い
な
知
識
人
が
好
ん
で
受
け
入
れ
る

立
場
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

抑
圧
と
戦
っ
た
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
立

場
で
、
英
米
の
啓
蒙
思
想
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
啓
蒙
で
あ
れ
ア
メ
リ
カ
啓
蒙
で
あ
れ
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
は
親
和
的
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
も
、
神
学

校
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
神
学

校
と
は
無
縁
な
慶
應
義
塾
と
、
神
学
校
か

ら
出
発
し
た
青
山
学
院
の
違
い
で
も
あ
り

ま
す
。

　

知
性
は
宗
教
と
の
緊
張
関
係
が
な
く
な

る
と
、
暴
走
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
知

性
に
対
す
る
敬
虔
な
心
の
役
割
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
そ
の
今
日
的
な
意
味
を
探
る

こ
と
が
、
本
学
院
に
と
っ
て
は
建
学
の
精

神
を
生
か
す
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
改
革

５
０
０
年
を
記
念
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

宗
教
改
革
５
０
０
年


